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山 田 萱 生
〔概説〕MIS(ManagementInformationSystems)とは,文 字通 り
に と らえれば,経 営 ・情報 ・シス テム とい う3つ の言葉 か らな る合 成 語 で あ
る。歴史 的にみ て も,そ れは,ビ シネス用 コソ ピュータの登場 とと もに,そ の
高度 な利 用形態を模 索す る場合 の設計理念 としての役割 を期 待 され て,創 造 さ
れ た のである。す なわ ち,MIS概 念 は,IBM社 で最初 に開発 された本格 的情
報 処 理 ソフ トウ手ア ζして 評 価 さ れ るMOS(ManagementOperating
System)と 軌を一 にす るマー ケテ ィソ グ向けの もの であ って,1961年 にJ,
D.ギ ャ ラガー(JamesD.Gallagher)によって,本 格的著作 とな る以前に
も,例 えば,IDP(IntegratedDataProcessing,1954),TotalSystem
(1957年)な どの概念 のなか で,取 り扱われ続 けた基 本 テー マであ ったのであ
る。 さて,輝 営組織 のなかで,マ ネジ メソ ト・システ ムを支 え る2本 柱 とな っ
てい るのが,組 織機構 と情報 システ ムであ り,こ の両者 の関連 に着眼 して,そ
の相互作用 を とらえるた めには,と くに情報 システ ムズ ・アプ ローチを採用 す
べぎであ ろ う。 す なわ ち,ト ータル ・イ ソ フォメーシ ョソ ・シス テムズ として
のMIS概 念 の発 展 と,徹 底的 な組織 サイ・ミネテ ィックスの探究 とが結び つい
て,MIS概 念 は ます ます 隆盛 とな ったのであ る。 もとよ り,そ の真 の原動 力
とな・たρは,デ ー拠 恐 騰 鯉 関係の ・ソピー
,タF・テ勿 ジーの飛
躍的発展そのものである。 この直後にMISブ ームへの強烈な反省期を経験し
たのであるが,こ のMIS研 究の暗黒時代を通 じて,こ れまで単なる設計理念
にす ぎないMISが,そ の実現性をめざした本格的な設計技術にまで高め られ
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た点は・,と くに注 目すべ きであ るbす なわ ち,1971年 のMS.S.モー トソ
(MichaelS.ScottMorton)のMDS(Manageme堪DecisionSystems)
を その象徴 とす る,こ れ らの実 現性ベ ースのMIS設 計 技術 の発 展について概
説 す るこ とは,き わ めて重要 な側 面 で あ る。 と りわ け,コ ミュニケーシ ョン
(Communication),意思決定(DecisionMaking),バラソス(Balance)
とい う3つ の統 合過程 との関連 で,MISの 実 現性を吟 味す るこ とは,最 新 の
MIS研 究 となろ う。 さ らに,MIS研 究 の到達点は,究 極 的には組織 のオー ガ
ニズ ム,組 織 サイバ ネテ ィッ クスとな るのであ り,逆 言すれ ば,情 報科学,決
定科 学,行 動科 学 な どの科 学的 関心を統合 した人 間研 究 に到達す るので あ るρ
そ の意 味では,人 間行動 ・組織 行動そ の ものが常 に不可思議 であれ ば あ る ほ
ど,MISの 真の課題 は,永 遠 に未解 決な問題解 決過程 とな ろ う。 いずれ に し
て も,こ れ らのMISの 実現 性を吟味す る立場 か ら,文 字通 りの試行錯 誤 の過
程 を経 て,真 の組織科 学へ の道 が開かれ るのであ り,.も は尋 カオスそ の もの と
な った組織 の未来 展望につ いて も,探 究 す るので あ る。
1.MIS概 念 の 変 遷 過 程,
ManagementInfomlat量onSystelnsとい う言葉が,耳 に入 るよ うに な っ
た のは,1960年 代に 入 ってか らで ある。 この言葉 は,今 日,日 常語の ように用
い られ てい るに もかかわ らず,そ の正確 な定義付 けをなす こ とは容 易 で は な
い。す なわ ち,MIS(ManagementInformationSystemsの略称)と は
何 か と問われた とき,そ の返 答は,ま さに様 々で あ る。
また,こ の よ うな定義付け の困難性を解 明す る ことも,至 難 の仕事 であ る。
そ の理 由 として考 え られ ることは,ま ず第1に,Management,Information,
Systemsと い う,3つ の用語 の もつ意味の あい まい さであ り,第2に,そ れ
らの用語 の相互 関連 か ら派生 す る様 々の エソ トロピーにあ る。
そ もそ も,ManagementInf6rmationSyStemsとい う言葉が登場す る必.
然倥 は,1951年 以来 の ビジネスの世 界での,コ ソ ピュー タの活用に あった ので
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あ り,1957年 ごろには,す で に,TotalSystemの概念が確立 され ていた と
い う見 方～6ミー 般 的 であ る。
この見識 は,コ ソ ピ ュータの アプ リケーシ ョソ として,事 務 の機械 化か ら経
営 の機 械化へ と展開 され る機械 化の歴史 の中にみ られ る,シ ステム設計 の概念
に もとつ くもの である。 す なわ ち,MISの 概念 は,コ ン ピュー タの高度 な 利
用形 態を設計 す る場 合の,指 導理念 として登場 したのが,そ の最初であ る乏 考
え られ る。
したが って,MIS概 念 の変 遷過 程は,ま さし くコソ ピュー タ ・ハ ー ドウエ
アの発展過程 と対応 す るの であ るが,そ の利用技術 としての ソフ トウエアや,
そ の利用者 であ る ヒューマ ソウエアの立ち遅れが 原因 とな って,MISが 今 だ
に定 着 できないのが実状 であ ろ う。 む し・ろ,コ ソ ピュータが一 部の専門家 のお
もち ゃにな って しまつて,真 の利用者 で拳 るはず の経営管理者 達の 情 報 要 求
が,ま った く無 視 され てい るとい う見方 が一般化 してい る。'
MISに 関す る文献 として,最 初に本格的 体系化を試 みた著作は,1961年 に
J.D.ギ ヤ ラガーに よって示 された のであ るが,そ こでの特徴は,コ ソ ピュー
タが な くて もMISは 存在 す ると明言 した と ころにあ るbこ の発 言は,決 して
あや ま りでは なか ったの であるが,そ れ でな くて もあい まい なMIS概 念を ま
す ます混乱 させ る結 果 とな るb
それ ζ拍車をかけ るか の よ うに,い わ ゆ る.MISブ ー ムが 登場p,MISは
高度 な経営管 理をめ ざす人 々のキ ャッチ ・フ レーズ化 して しまった のであ る。
この よ うな傾 向に歯止 めの役割をは た した と考 え られ るの が,Computer-
BasedInformationSystemsとい うア プローチ の再 燃であ る。 そ の代表 的
存在 ともい えるの が,1967年 に登場 したP.E.ロ ソフ(P.E.Rosove)らの
ア プ ローチであ る。 ここでは,も はや コソ ピ ュー タな しのMISは 考察 され な
くな ってい るo'
コソ ピュー タ ・ベ ースの情報 シス テムは,主 と してN。 ウイ ナー(N.Wie・
ner)ら に よって開発 され た,ManagementCyberneticsの影響 の もとに,
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そ の機構が ます ます 精緻化 され ると ともに,H.A.サ イ モン(H.A.Simon)
らの意思決定 プ ロセス とマネ ジメソ ト ・プロセス との一体 化,J.W.フ ォレス
ター(J.W.Forrester)らのIndustriaIDynamicsからSystemDynamics
の発展,さ らにはR.A.ジ ョン ソソ(R.A.Johnson)らの企業組織 への情報
シ ステ ムズ ・ア プ ローチの適用 とい う試み を摂 取す る ことに よって,確 実に発
展 ぺ の途上 にあ る と考 え られ たのであ る。
ところが,1972年 にJ.デ ァデ ン(J.Dearden)のrMISは妄想 であ る」
とい う論文 の発表を 契機 として,MISブ ー ムへの強烈 な反 省期を経験 したの
であ る。 しか し,J.デ ァデ ソの発言 は。MISoの 確 立を全面 的に否定す る とい
うよ りは,む しろ トー タル ・システ ム概 念に固守す るあ ま りに進展 しな い現状
●
を 打破す るた めに と理解 すべ きであ ろ う。 そればか りでな く,MISの 設 計 確
立を いそ ぐあ ま りに,オ ペ レーシ ョナル ・レベ ルでの適用を 中心 とす る現実か
ら遊離 しす ぎる点に対す る警 鐘 と もい え るであ ろ う。
いずれ に して も,こ の ようなMIS研 究 の晴黒時代 を通 じて,こ れ までは単
'
な る設計理 念に と どまったMISが,そ の実現 陸をめ ざ した本格的 な設 計技術
に まで高 め られた 点は,と くに注 目すべ きであ る。 と りわ け,汎 用 目的 めデ ー
タ ・ベ ース管 理 システ ムを開発す る 目的 で,1969年 以降 に,主 としてCODA・
SYLシ ステ ムズ委 員会の一連 の報告 書 めま とめ作 業を契 機 と す るDB/DC
ア プ ローチ(DataBase/DataCommunicationApProach)の具体的展 開
可能 性 こそは,ま さに起爆 剤的存在 ともい え よう。
さ らに。1971年 に公 刊 されたM。S.S.モ ー トンめManagementDedsion
Systems』 は,意 思決 定支援 システ ム(Deds量onSupPortSystelns)とし て
のMIS設 計技 術 の発展 に,大 き く貢献す る研 究 と して高 く評価 され るのであ
る。す なわち,MDSを 契機 とす るDB/DCア プ ローチの発展は,MISの 具
体 的展開そ の もの であ る点にお いて,見 事 に結 実 した のであ る。 また,MDS
研 究が,事 例研究 ・実証研 究 として展開 された マ ソ=マ ジソ ・'システ ムであ っ
た点につ いて も,新 しいMIS展 開の方向を示 唆す る もの として,重 視す べき
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で あろ う。
しか しなが ら,MIS概 念 の変遷過 程につ いて,こ れ らの事 実を指摘 したか
らとい って,MISめ 概念は}解 明 され ない。 その ため には,す でに指 摘 した
よ うな概念上 の エン トロピーか ら解 明 しなけれ ばな らな いのであ る。そ のなか
で も,Management概念 の統一 的理解 は,困 難 きわ ま りない課 題であ る。
この マネ ジメソ トの統一概念之つ いては,1962年 に,カ リフ ォル ニア大学 の
経営 大学 院におい て,H.ク ーソ ツ(H.Koontz)を 座長 として,ア メ リカに
おけ る多 数 の経営 学者 お よび経 営実践家 を集め て,検 討を加 えた 例 もみ られ る
が,結 果 的には,そ れ ぞれ の論 老が,経 営管 理過程 学派,経 験学派,社 会シ ス
テ ム学派,意 思 決定理論学派,数 理学派 とい う各 々の立場 に よって議 論す るた
め,い わ ば 「意 味論の ジャソ グル」の中に迷 い こんで しまって,こ のマネ ジメ
ソ トの統 一理 論を め ざす討論会 におい ても,真 の結 論 には達 しえ なか ったので
ある。
ζれ に匹敵 す るMIS概 念統一を め ざした パネル会議 は,1971年 に ア メ リカ
の経営 情報 シス テ ム協 会(TheSocietyforManagementInformation
Systems)の 主催 に よって,多 数 の専 門家を集 め,∫MISと は何か」 とい う
論 題 の もとに お こなわれ たのであ る。 しか し,群 盲 象をなで るの例 え の よ う'
に,そ れ ぞれ の立場 か らの理解 を交 叉させ るのみ で,と うて い結 論には到達 し
なか った のであ る。そ こでは,MISの 構成要素 お よび 目標につい て,若 干 の
同意点 をえたにす ぎず,そ の定 義付けや概念 枠につ いては,ほ とん ど出発 点 の
ま まで あ る。
したが って,MIS概 念の変 遷過程 の紹 介を通 じて,MIS概 念 の定 義付けを
模索す る ことは,こ こでの主題題では ない。 む しろ,MIS概 念 の系譜 を さ ぐ
る意 図で試 みた アプ ローチ こそ重要 であ る。 なぜ な ら,MIS概 念は,も とも
と合成 語そ の ものだか らであ る。
2.組 織 機 構 と情報 シス テ ム
現代のマネジメソ トは,激 動する環境の中で,絶 えずその環境の変化に適応
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するための経営革新を遂行しなければならない情況におかれてい る。 す な わ
ち,現 代経営は,外 的および内的な環境的存在 としての有機的なシステムとし
て,と らえ られる。しか し,経 営システム(managementsystems)}ま,単
なる有機体ではな く,常 に環境の変化に適応 しなが ら,歴 史的に も累積的進化
の過程をたどる有機的組織体である。
A。M.マ グ ドノ診(A.M.McDonough)らの定義に よれば,経 営システ
ムの第1の 意味は,組 織において論理の用途に貢献するあらゆる活動をあらわ
す ものである。このように広義の意味でめ経営システムとい う言葉は,組 織内 、
のあ らゆる階層における人々のシスティマティックな思考のことであ り,ま た
その思考の結果を含 まなければならない。 この意味の経営システムは,マ ネジ
メン トを発展 させる考えを提供 し,ま たこの考えは絶えずマネジメソ トを改善
す る目的に役立っている。 、
経営システムとい う言葉の第2の 意味は,組 織の中の個々のシステムを全体
としてみるときに用い られ る。すなわち,経 営システムは,外 的聚境とのあい
だに存在する,よ り大きなシステムのなかのシステムとしてとらえられるので
＼
あ る。 さ らに,経 営 システ ムは,現 実 には財 または用役 を商 品 として生産,供
給す る社会的 ・経済 的 ・技術 的 システ ムであ る。 また,資 本主義経済 のなかに
おい ては,経 営 シス テムは あき らかに企業組織 で ある。
今 日の複雑な企業組織 に おけ るマネジ メン トの職能 は,企 業 内の各 オペ レー
シ ョナルな レベ ルでの活動 を調整 し,企 業全般 にわ た る 目標 のハイ ラ ー キ ー
を,企 業 内外 の環境 の変化に照 らして適応 化す ることであ る。 このためには,
企 業を,様 々のサ ブシス テムか ら構成 され る1つ の トータル ・システ ムとして
把 握す る とい うシステ ムズ ・ア プローチを採用 す ることに よって,従 来 とは異
な るマネジ メソ トの諸 職能 の統合 化が要求 され ることに な るのであ る。
ここで,経 営 システ ムの構成 は,一 般的に 言えば,(1)人;金,物(構 成 要
素),(2)組 織構 造(配 置配 分),(3)意 思決定(計 画 と統制 の フ レー ムワー ク),
(4)コ ミュニヶ一シ ョソ(情 報 伝達)と い う4つ の要 素に よって特徴 づ け られ
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る。 さ らに,こ れ らの諸要素 が どの よ うに相互作用 してい るかを と らえ るため
に,経 営 シス テ ムを 通 じての フィー ドバ ック ・メカニズムが 必要 とされ るので
ある。
企業組 織 のなかで,経 営シ ステ ムを支 え る2本 柱 とな ってい るのが,組 織機
構 と情報 システ ムセ あ り,そ の関連は次 の よ うに示 され る。
緯 織 機 構(
OrganizatiOnstrUCtUre)
ネ メ ン
(management)
情.報 ス ア ム
(infOrmatiOnSyStem)
第1図 組織機構と情報システム
この組織機 構 と情報 システ ムの関連に着眼 して,そ の相互 作用を とらえ るた
め には,と くに情報 シ ステ ムズ ・アプ ローチを採 用すべ きであ ろ う。
そ もそ も企業組 織を システ 冷概念に よって と らえる傾 向は ・N・ ウイナーが
サイ バネテ ィックス(Cybernetics)の 構想を 世に 出したのが最初 である。企
業組織についての単純化されたモデルは・ 目標達成のために必要 とされる湾報
の基本的流れを示す骨格模型 として,R.A.ジ ョソ ソソらによって,次 のよう
に示されたのである。
この ような企業組織に対する情報システムズ ・アプローチのね らいは,意 思
決定のためのは1っきりした客観的組織を発展 させることにあると考え られる。
経営システムにおいて,情 報は経営管理者の意思決定を補佐するものとして必
須である。情報システム開発の目的は,こ の意思決定のための情報を,組 織的
かつ動的に把握しようとするところにある。"
ここで,組 織機構の変遷をみれば,そ れぞれの基本的人間観の相 異 に よ っ
て,と くに人間的要素をめ ぐるコミュニケーシ ョソと情報のとりあつかいは,
そめ発展過程の原動力となっている。すなわち,組 織機構 とは,経 営体を管理
するための組織の仕組みあるいは枠組みのことである。 さらに,組 織 機 構 と
は,権 限 とコミュニケーシ ョンのシステムであ り,そ のシステムに沿 って流れ
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る情報や デ ータを もふ くんで いるので ある。
.組織 理論に おけ る機 構 とは,従 来 よ りStructure(人 間 と職務の編成)で あ
り,シ ス テム理論 におけ る機構 とは,Mechanism(機械的 し くみ)で あ った
ものが,両 理 論 の接近 に よって,新 たに機構 とは,N。 ウイナーの主唱す る よ
うなOrganism(有 機 体)と して,組 織機溝 とい う用語 のなかに定着す る よ う
に な って きた のであ る。す なわ ち,組 織 機構 と情報 システ ムとは,人 体 にみ ら
れ る解 剖学的構 造 と,神 経 シ ステ ムにみ られ る生理 学的機構 との結びつ き之み
られ るよ うに,ま す ます有機 的 な接 合を,強 く要請 され る ことにな る の で あ・
る。 マネ ジ メソ ト・プ ロセス として の発展 も,そ の過渡的段階 におけ る現 象 と
理解 され よ う。
現代組織 理論 は,企 業組織 を,組 織 シス テム として,き わ めて動態的に とら
え よ うとす る。 こ こで,組 織 シス テム とは,組 織体 をシ ステム とみな し,統 合
的,体 系的に と らえる見方 として登場 した ものであ る。 よ り具体 的 に は,N,
ウイナーのサイバ ネテ ィッ クス思想の影 響下で ・組織 の オーガ ニズ ムが徹底的
に探究 され ることを意 味す る。そ の帰結 としては,組 織 サイバ ネテ ィックスの'
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展 開 となるのであ る。 さ らに,組 織 シス テムの諸構成要 素は,(1)コ ミュニケー
シ ョソ(colnmhnicati6n),(2)バラソス(balance),(3)意 思 決定(decision
making)と い う.3つ の統合 プロセスを通 じて連結 ざれ るので あ り,」.E.ロ
ス(J.E.Ross)は,こ れ らの関連 を次 の よ うに 図示 してい る。
物
的
環
境
統 合
個
人
1.コ ミュニケー ション
2.バ ラ ン ス
地
位
と
役
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のタ
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3.意 思決定
織
公
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組
第3図 組織システムの構成要素と統合過程 資
料出所:エ 旦Ross,"Managementby
InformationSy串tem",Prentice.Hal1,
1970,p.66,
コ ミュニケーシ ョソは,,シ ステ ムの異な る諸部分を集め て関連あ る1つ のパ
ターンに まとめあ げ るネ ッ トワー クであ る。 フォー マル組織 がシス テムの解剖
的構 造で ある とすれ ば,そ の生理 的構 造が コ ミュニケーシ ョソであ る。
バ ランスは一,成 長,安 定,お よび相 互作 用 とい うシス 元ム 目標 を達成す る主
.要 手段 であ る。Eomeostatis(恒 常性維持)と 呼ばれ るシステ ムのサ イバネテ
ィッ クな属性 であ るb意 思 決定は,H.A.サ イモ ンのManaging=Decision
』M
akingと い う見解に も明 らか な よ うに,情 報 システ ムと行動 シス テ ム と の
あい だに,必 ず介在 す る統 合の プ ロセス として,と くに重要 であ る。
,情 報 システ ム(コ ミュニケーシ ョジ ・プ ロセ ス),行 動 シ ステ ム ・(ンミラソス
・プ ロセス),お よび決定 システ ム(意 思決定 プ ロセス)と い う3つ め統合の
ゐ
プロセスは,組 織 システ ムの形 成ばか りで な く,シ ステ ムズ ・アプ ローチの適
用 をすすめ る場 合に.き わ め て重要 な概念であ る・。
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これ らの統合 プ ロセ スを具体的 に確立す るためには,ど うして も組織機 構 と
情報 シス テムとのあいだに,有 機的架橋 を設定す ることが不 可欠 であ り,ト ータ
ル ・イ ジ フ ォメーシ ョソ ・システ ムズとしてのMISの 実 証的研 究 へ の 着 手
が,必 須 とな るのであ る。
3.ト ー タ ル ・イ ン フ ォ メ ー シ ョソ ・シ ス テ ム ズ とMIS
経営 シ ステ ムの概念が 相当に広義 に用 い られ る よ うに,MISと い う言 葉
も,現 在 数多 くの意味 を もってい る。'い ずれ に して も,経 営 システ ム とMIS
とは,'`ManagementJungie"としての共通 性を もつ ことにな る。A.M.マ
グ ドノウらは,こ の両概念を ま った く同 義に理 解す る立場 さえ とるのであ る。
ところで,マ ネ ジメソ トの最 も基 本的 な職 能は,計 画化(planning),組 織
化(organiging),統制(controlling)と い う3つ であ る。 ここで,計 画化
とは,組 織 を統 合す る揺 動 とみ なされ,組 織 の概念は,構 造か らプ ロセスへ と
変化 す る。す なわち,組 織 ば 「自己調節 す るホ メオスタテ ィクな機 構」 とみ な
され,統 制 は他 の諸機能 を連結す る職能 であ る。 さ らに,計 画化 と統制 の各機
能は,動 態的に反 復す る循環 プ ロセスの中で,ぬ け出せない ほ どに相互 に連絡
され てい るので,両 機能 に介在 す る変 換 プ ・セ ッサ として の組織 化 の 役 割は
計画 と統制 を容易にす る ことであ る。
こ うして,マ ネジ メソ トの職能 であ る計 画化,組 織 化,統 制 とい う3つ の プ
ロセ スは,組 織化 の原理に システ ムズ ・ア プ ローチを適用す る ことに よって,
統 合的 な関係枠 と して と らえ られ るので あ り,そ の全体的 ネ ッ トワー クにおけ
る フ ィー ドバ ッ ク ・メカニズ ムと して作用す るのがMISな のであ る。
す なわ ち,サ イバ ネテ ィッ ク ・シス テムと して のマネジ メソ トは,J.E,ロ
スに よって,次 の よ うに示 され るのであ る。
この モデルは,(a)諸 資源 の フ ロー,(b)現 代組織 理論,(c)マ ネ ジ メソ ト・プ ロ
セ スとマ ネジ メソ ト諸職能,.(d)マネジ メソ ト諸 学派 の諸技術,お よ び(e)MIS
を包摂 す る もの として,そ の概 念的枠組 みを提示 した もので ある。
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第4図 サイバネティックシステムとしてのマネジメント 資料出所:
エ 耳.Ross,"ManagementbyInformationSystem",
Prentice.Hall,1970,p.101.
そ こで,MISの 機構 が,ト ー タル ・システ ム概念 に基 づい て設計 され るべ き
か,あ るいはIDPの 構 成に したが って設計 され るべ きかは,非 常に意見 の分
かれ るところであ る。 ちなみに,IDPと は,デ 「 タの入手か らそれ 以後 の 処
理 まで の全体が 一貫 して行なわれ るシステ ムに な ってい るデー タ処 理方 式の こ
とであ る。'IDPの 最大 の特 微点は,情 報 の移送 に関す る自動 化を志 向す る.こ
とで,今 後,情 報シ ステ ムが マネジ メソ ト・プロセ スのなかで生か され るため
に も,IDPの 重要 性は 高 まる・一方 であ ろ う。
そ乳幽えにデータ処理システムは,ま す ます大規模一貫集中処理方式を特徴
とす る情報 の大 量生産 時代を むか え るこ とにな るが,こ の情報 の氾濫 時代を通
じて,急 速 に情報 の価値 と 獄ス トが注 目され るよ うに なる。 必然的に,デ ータ
処 理シ ステ ノ・は,情 報 処理シ ステ ノ、として,情 報 の量か ら質 への転換 をはか る
ことに な り,よ うや く トータル ・シ ステ ム概 念 の実用 化の段階をむ かえた ので
」
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あ る。
トー タル ・シ ステ ムの概 念 とは,も ともとシ ステ ム設計 の場合に;相 互に関連
す るシステ ムを 集め て,1つ のシ ステムをつ くろ うとす る もの であ る。基 本的
にはあ る1つ の メカニズ ムを通 じて,全 体 の諸要 素を コソ トロールし,調 整す
る もの であ り,そ こにサ ブシステ ムが構成 され,ト ータル ・シ ステムは,各 サ
ブシス テムのあ いだに存 在す る有機的 関連性 の総体 をあ らわ す もの となる。
この よ うな トータル ・シ ステ ムの概 念は,企 業組織 の大規模 化 と複雑性 の増
大,そ れに と もな う情報処 理 システ ムの研 究開発 に よって,次 第にその意味 も
変遷 して きてい る。 また,情 報処理方式 が変遷す るなかで,は た した役割 も大
きい ものがあ る。
しか し実際 的 には,い くつか の主要 サ ブシステ ムを次 々に実用化 した上で,
次 第に統 合化をは か るとい うIntegratedSystemの方 式が一般的 であ る。
IntegratedSystemの概 念は,各 サ ブシ ステムの機 能を,相 互に よ り密接に
関連 しあ った 全体 の機能 に集合 させ るため の,機 能 結合 の プロセスを示す もの
に用 い られ るσ
こ うして,主 として要素結合 の プ ロセスを示 すTotalSystem概念 と,も
う一方 の機能 結合 の プ ロセスを示 すIntegratedSystem概念 とが,次 第に統
合 の プ ロセスをあ らわ すため の,IntegratedTotalSystem概念 を形 成す る
ことにな るのであ る。
こ こで,Integrated,TotalSystemとは,目 標化→ 組 織 化一→ システ ム
化→ 統 合化→ 目標 化 とい う再循環過 程を通 じて,具 体 的に展開 され るであ
ろ う有機 的関連 枠に相 当す るもので ある。域 なわち,組 織 システ ムの諸要素 の
あいだに有機 的 関連枠を形 成す る もの こそIntegratedTotalSystem概念
であ り,そ の際,組 織 システ ムの適 応的 プ ロセスを連結 す るチ ェー ソの働 きを
す るもの こそ,ト ータル ・イ ソフ ォメーシ ョソ ・シ ステ ムズど してのMISな
のであ る。 この有機 的関連枠は,次 図の よ うに示 され る。
さ らに,(a)コ ミュニケーシ ョン,(b)バ ランス,(c)意 思決定 とい う3つ の統合
化 プ ロセ スの各 々 との関連で,MISの 機構を 具体 的に吟 味す ることが要請 さ
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第5図 組 織 シス テ ム と組 織 化 プ ロセス の 結 合 資 料 出所:
J.瓦Ross,"ManagementbyInformationSystem,
Prentice.Ha11197D,p.80.
れ る の で あ る 。 し か し な が ら,現 在 ま で の と こ ろ,こ れ ら3』つ の 統 合 化 プ ロ セ
スの相互間に,有 機的関連枠は完成 されていない。そ の競大蝋原因は,コ ミュ
ニ ケー シ ョン単位 あ るいは 情報 の単位,組 織 システ ムの構成要素 としての人 間
の介在,お よび決定の単位 とい う相 互の プ ロセス問にみ られ る,共 通 のネ ッ ト
ワー ク・形成 の困難性に あるポ これ ら相互 の プ ロセスにおけ る有機 的 ネッ トワー
クの確 立 な くして,.統合 の プ ロセスは完 成 されず,そ の鍵 となる・のは人間そ の
ものであ ろ う。
した が って,企 業におけ る コソ ピ ュー タ利用につ いての人 間の頭脳 の活用程
度 は,す でに展 開 したIDPの レベ ルに達 したのが や っ と.で あ り,TotaI
Systemの レベ ルにつ いては,そ のほ とん どが設計図 の段階 のみ,Integrated
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TotalSystemの レベ ルについ ては,情 報 一決定 の局 面あ るいは情報 一行 動,
決定一行 動の局面 が部分的 に考察 された にす ぎない のであ る。全体 として の統
合 の プ ロセスの形成 につい ては,未 着手 同然 であ り,そ の最 大の原 因は,人 材
の欠如 であ る。
トー タル ・イ ソフ ォメ孟シ ョン ・シス テ ムズの確立のため のMIS設 計が,
そ の本来 の意味 で の全体 的情報 の ネッ トワー クをめ ざした として も,そ の実現
性につ いては,非 現実的 である とい う認識 が一般 的であ る。情報 の価値 とコス
トの面か ら考 えて も,一 部の熱狂的 なシス テム設計者 にみ られ る よ うな,盲 信
的適用 を極 力 さけ る傾 向が顕著 であ る。 それ で もなお,ト 「タル ・イ ソフ ォメ
ー シ ョソ ・シス テ ムズへ のアプ ローチは 必要 であ ろ う。 なぜな ら,企 業組織 の
複 雑性 の根源 こそ,ま さに人間 自身であ るか らであ る。
4.コ ミ ェ ニ ケ、一 シ ョソ過 程 とMIS
人類は,言 葉 とい う直接的 な コ ミュニ ケーシ ョソ手段 のみ の時 代か ら,文 字
・を発明 し,次 第に情報 を伝達 す るための コ ミュニケーシ ョソ装置 の機 能向上 と
規模拡大を はか る ことで,現 代 の よ うに マス ・コ ミュニケー7ヨ ソの発 達 した
社 会へ と発展 して きた と想起すれ ば,そ の時代時代 の生活 主体 と集 団生 活形 態
とが関連づけ られて理解 され よ う。 この よ うな視 角か らと らえ てみれ ば,人 類
潔 戦 鳳 郵 蕊 ∴ デイアと情鞭 技纏 史と対比し
この意味で現代社会は,ま さしく情報化社会である。清報処理および伝達の
変遷は,人 類の集団生活形態と規模の変遷と不分離な関係にあるといえよう。
ロ
なぜな らば,集 団社会における個人行動と集団行動とのあいだに発生するコン
フリク トの調整機能をはたす法律 ・規則 ・行為準則も,原 緒的には慣習からは
じまって次第に,そ の適用の範囲 も情報処理および伝達の発展 とともに拡大 さ
れてきたのであ り,ま たそれとともに集団生活圏の拡大 も変遷 してきた と考え
られ るか らであるo
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これ らの コ ミュニ ケーシ ョン手段 の発展 は,現 代 の ような大規模 技術社会 と
い うシソ ボル的環境を形 成す るに至 り,そ こで の組織 の変革 を必然 的な もの と
す る。す なわ ち,組 織 変革 の源泉 として の コ ミュニ ケーシ ョソ手段 の変 遷は,
組 織 規模 の拡大原 因 とな る意 味での技術的変 化ばか りで な く,よ り根本 的な意
味で の組 織 の構造 的変 化を もた らすのであ る。 社会的有機体 として の組織 の技
術 的変 化 と構 造的変 化を区別す る ことは,コ ミュニケーシ ョソの機能を認識 す9
る上 で も重要 であ る。 ・
コ ミュニケ ーシ ョソ とは,'ま さし く情報 の伝達 であ り,社 会の基本的過程 で
あ る。す なわ ち,人 間 の社 会的関係は,す べて シンボルに よる情報伝 達に よ っ
てな りた つので あ り,人 間はつねに,広 義 の環境 とのあいだで情報 交換す るこ
とに よ って生 活す るのであ る。 したが って,コ ミュニケーシ ョソ手段 は,本 来
的 には認識媒 体 として作 用す る ものであ る。
この よ うな コ ミュニ ケーシ ョソ ・システ ムの発達 は,よ り有効な情報 の伝達
をめ ざす結果 として,た だ単な る認識 媒体 として作用 す るマシ ソ ・シ ステム的
存 在に とどま らず に,マ ソ=マ シソ ・シス テムの意 図す る よ うな,よ り有機的
な システ ムへ とすすむ ので あ る。す なわ ち,情 報伝達 の機械 化 ・自動 化の傾 向
は 認識 情報 の過 剰現象を もた らし,そ の結 果は評価媒体 としての コ ミュニケー
シ ョソ ・,システ ムへ と移行す る傾 向をみせ てい る。
そ こで,評 価媒体 として の コ ミュニケーシ ョソ ・システ ムは,人 間の注 意力
資源 の稀 少性 を重視 した情報伝達 の プ ロセスをめ ざす こ とか ら出発す るのであ
る。 したが って,こ こにおいて,個 人 であれ組織 であれ,必 要 とす る有効情報
を提供 す るた めの 「情報 処理 プ ロセス」を確立す る ことが,も はや必須 の条件
とされ,こ の評 価媒体 としての コ ミュニケーシ ョソ機 能 の発 達は,人 類共通 の
課 題 とな るのであ る。
この よ うな コ ミュニケーシ ョソ過程に おけ る認識媒 体か ら評価 媒体 へ とい う
情 報 の役 割期待 の変 遷につい て 「デ ータ処理 」か ら 「情報処理」へ とい う情報
シス テ ムの重点移 動 との関連 で識別 す るこ とは,き わ めて有効 であろ う。 ここ
で コ ミュニケーシ ョン ・シ ステ ムと情報 システ ムとの概 念上 の区別は,前 者が
8
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情 報 の伝達 お よび移 送を強調す るのに対 し,後 者は情報 の処理 お よび移送 を包
含 す るのであ る。 しか しなが ら,評 価媒体 としての コミュニ ケーシ ョソ機能 の
発 達は,こ れ ら2つ の概念上 の区別 を,き わ めてあい まいにす る結 果を もた ら
した のであ る。 あえて強調 ナれ ば,前 老 の社会 的機能特性,後 老 の組 織的機能
特 性をあ げ ることが で きよ う。
・す でに明 らか な よ うに,1960年 代 のMISは,組 織 体におけ る コ ミュニ ケー
シ ョソ過程 とのかかわ りで,と くにデ ータ処理 ない しは 情報処 理面で の レベ ル
ア ップをめ ざして指 向 された ものであ る。す なわち,同 時代 の情報 システ ム設
計 へ㊧ アプ ローチについ て,F.W.マ ックファー ラソ らの分 類 ヒ基づ いてその
フ レーム ワー クを整理 すれ ば,次 の とお りである。
(1)プ ログラム/デ ー タ ・ベ ースの アプ ロニチ
(2)S,C.ブ ル メソ タール のア プ ローチ
(3)イ ソ ダス トリアル 。ダイナ ミックス のアプ ローチ
プログラ呑/デ ータ ・ベ ース のア プ ロ}チ は,R・N・ アン ソニーダ)「計画化
お よび統制 システ ム」 の業績 に もとつ くアプ ローチであ り,次 図の よ うな フレ
ー ムワー クで成 り立 ってい る。'
'
マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン トロ ー ル
第6図 組 織 に お け る計 画 化 と統 制 の プ ロセ ス 資 料
出所:R.N.Anthony,"PlanningandControl
Systems",HarvardUniversity,1965,p.22.
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ブル メジタール のア プ ローチは,次 の3つ の概 念を背景 と して展開 され てい
る とい えよ う。 すなわ ち,①J.W.フ ォレスターに よる企 業の,「 情 報一 意思
決定一 行動」 モデル,②H。A.サ イ モソに よる プ ゴグ ラム ドな意思決定 とノ
ソ プログラム ドな意思 決定 の区別,な らびに,③R.N.ア ソ ソニーの 計 画化
と統制 の フ レ「 ム ワー ク,と い う3者 の概念 の融 合 した アプ ロ ー チ で あ る。
ブル メソタールのMIS概 念は,オ ペ レーシ ョン ・ロジステ ィックスの レベ ル
で め コン トロール ・メ カニズ ムを中心に展 開 されて お り,フ レー ムワークとモ
ジ ュールの構造方 式を採用 す ることに よって,き わめ て精 緻化 された 実行旬能
な モデルを示 してい る。
イ ン ダス トリアル ・ダイナ ミックスの アプ ローチは,周 知 の とお り,MIT
QJ.Wブ ォレス ター教 授を中心 とす るグル ープに み られ るもので,情 報 亨
ス テム設計 への アプ ローチ としては,3つ の中で もっと もよ く構築 された モデ
ルであ る。 情報 システ ムを分析 す るため の分 類法,フ ローチ ャー ト ・ア プ ロー
チ,お よび ヲソ ピュτ タ ・シ ミュゾーシ ョソ技術 のいずれ につい て も・ 他 の ア
プ ローチに まさってい る。
さらに,情 報 シ ステ ム設計をめ ぐるこれ ら3つ の アプ ローチの適用範囲 の程
度 と構 造化 の程 度につ いて,F.W,マ ッ クフ ァー ラソ らは,次 図の よ うな まと
め方 を示 してい る。{
ヒれ らの アプ ローチは,い ずれ もコ ミュニケーシ ョソ過程に おけ る情報 の結
合機能 に着眼す る立場 か ら,情 報処理機能 の レベ ルア ップをめ ざ した点に,最
大 の特 徴がみ られ る。 しか も意思決定過程 につい て も,す でに フ レ・一ム ワー ク
㊧中に とらえていたが,そ の情報要求分析 が不徹底 なために,結 果 的には,コ
ミュニケーシ ョ'ン過程に 限定 された アプ ローチ と な って い る。 したが って,
IntegratedTotalSystems.概念に基 づ く統合 の プ ロセス こそ,い ず れの設
計 プ ロセスにつ いて も,不 可欠な条件 とな ってい るのであ る。
5.意 思決定 過程 とMIS
これ までのMISに ついての諸論を概括すれば,.マ ネジメソ トとは,経 営管
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第7図 情 報 シ ス テ ム 設 計 の フ レ ー ム ワ ー ク 資 料
出所:F.W.McFar再an,R.LNdlan.D.P.
Norton,"InformationSystemsAdministra.
tion",Holt,RinehartandWinston,1973,
P.53.
運のプロセスであ り,経 営管理の各階層の意思決定を支援するための情報 シス
テムがMISと い うことになる。
現実の企業経営は,ト ップか らロワーに到るまでの意思決定の積み重ね と考
え られているのであ り,種 々の不確実性 のもとで意思決定をするの で あ るか
ら,経 営管理者の役割が重要であるとともに,情 報システムは経営管理者の意
思決定を支援する.もの として必要であ り,こ の意思決定のための情報を組織的
にかつ動態的に把握 しようとす るところに情報システム開発の目的があるので
ある。
そ こで,MISと は,具 体的には,自 動化されたデータ ・プロセシソグと 自動
化 された情報検索システ呑とを結合 した情報処理過程 と,プ ログラムドな意思
決定過程 とを統合 したシステムとして確立され,ノ ンプログラム ドな意思決定
過程についても絶えず プログラム ドな領域を拡大すべ く機能するものである。
しかしなが ら,非 常に多 くの経営管理者の意思決定が常規的で反復的で濁ると
い う事実に もかかわ らず,こ れ らの諸意思決定を プログラム化する努力をする
経営管理者は少ないのである。MISへ のアプローチは,プ ログラム ドな 諸 決
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定が な され うる方 法を構造 化 し,改 善す るため の大 きな期 待を担 ってい るので
あ る。
H.A.サ イ モソに よれば,意 思決定過程 は,(1)情 報活動(intelligenceac・
tivity),(2)設 計活動(designactivity),(3)選択活動(choiceactivity)
の3つ の部面に分け て理 解 され るの であ る。 第1の 部面は,意 思決定 を必要 と
す る諸条件 のため の環 境の調査 であ るが,こ の段 階につい てサイ モンは,ア テ
ンシ ョソ(attention)の 段階 すなわ ち,人 間 の注意 力資 源 の稀 少性につ いて
も言 及す る立場 を とるのであ る。第2の 部面は,可 能な行動 の諸過程 の発 明,
開発,分 析 をす る段階す なわち,決 定す べ きこ とが明 らかにな った後で,そ れ
に ともな う行動計 画を開発設 計す る段階 であ る。第3の 部面は,有 効な行動 の
諸過程 の中か ら1つ の行動過 程を選択す ることで ある。一 般的に言 って,情 報
活動は設計 活動 に先 行 し,設 計活 動は選 択活動 に先行す る もので あるが,そ れ
ぞれの部 面は,こ の順 序 よ りもは るかに 複雑であ って,個 々の意思 決定 が行な
ヨ
わ れ る場合,各 部面そ の もの も複雑な意 思決 定の過程 であ る。
ここで の重要 な ポイソ トは,意 思決定過程 とマ ネジ メソ ト活動 との一体 化を
どの よ うに とらえ るべきかであ る。そ の点につ いてのH.A.サ イ モソの諸 理論
を発展 させれ ば,そ れは 次の よ うに示 され るであろ う。
H.A.サ イモソぽ,組 織的 行動が意 思決定過程 の複雑な ネ ッ トワークである
(マ ネジ メン トの 活動)
、
Strateg}cPlanning
ManagerialControl
Operational
Co就ro1
(マ ネ ジメ ン トの階層) (意思決 定の 型)
Nonprogrammed
l撤
Manageme"t
l_
Decisions
第8図 マ ネ ジ メ ン トと 意 思 決 定
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と定義 し,す べ ての決定は 非合理性 とい う点 か らして妥協 の産物 で あ り,完 全
無 欠の ものでは な く,一 定 の条件 の もとで最善 の もの だ とい うので ある。そ し
て,意 思決定 過程に おけ る価値的 前提 と事 実的前 提,管 理活動 におけ る合理性
と非合 理性 とを,彼 は組織 におけ る個 人的意思決定過 程 の理論,組 織 に おけ る
影響 力の理 論,組 織的 均衡 理論 として展 開す るのであ る。H.A.サ イ モソの展
開 した3つ の組 織理論 に対応 させ て,DecisionMaking,Communication,
Balanceと い う3つ の統合 プ ロセスを位置づ けて考察す る ことは,有 意 義 な
発展性 を示唆 す るもの といえ よ う。
この よ うに,プ ログラ ム ドな意思 決定 とノソ プ ログ ラム ドな意思 決定 とに,
マ ネジ メソ ト活 動を識別す る ことに よって,意 思決定過 程 と管理過 程 とが,組
織的 意 思決定 の過程 と して一体 化 され るのであ る。 しか しなが ら,組 織 的意思
決定過程 に関す るH.A.サ イモソのす ぐれた分 析結果は,MISへ の実際的 適
用 面では ほ とん ど実現 さ・れなか ったの である。
そ の最大 の理 由は,以 下 の3点 であろ う。第1に,組 織的意 思決定過程そ の も
のが,極 度 な トータル ・イ ソフ ォメーシ ョソ ・シス テ ムズ としてのMISを 要
求す るため に,か え って実現 レベ ルでの検討を 困難 とした 点であ る。第2に,
プ ログラム ドと ノソ プログラム ドとい う2分 法 では,最 も重要 な境界領域に焦
点を あてた分 析は無理 で,も っときめ細 かな意 思決定分析法を 案出すべ き点 で
あ る。第3に,マ ソ=マ シン ・シ ステ ムとして の展 開を徹底 させ ることで,よ
り有効 な情輯要 求分析 とUserSystemInterfaceを確i立すべ き点である。
1971年 に登場 したM.S.S.モ ー トソのManagementDecisionSystems
(以 下MDSと 略称)は,H.A.サ イモソの フ レー ムワークを継承 したばか
りでな く,こ れ ら3つ の要件を見事 に補完 す るところに,最 大 の特徴点 をみ と
め ることがで き よ う。 すなわ ち,第1に,意 思決矩支援 シメテ ムとい う観 点を
徹底 させ ることで,ご く身近なサ ブシス テ ムとして のMISの 実現を可能 とす
るb第2に,構 造的(structured)と 非構造 的(unstructured)とい う用語
に よってsemi・structuredな 領域 に も適用 が可能 な細 胞(cell)レ ベルの分
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析単位 を案出 した こ.と。第3に,デ ー タ ・ベ ース/モ デル ・ベ ースのマ ソ=マ
亨 ソ ・シ ステ ムの具体 的展 開に よって,き わめて有効 なユ ーザ3シ 冬テ ム ・イ
ソ ター フェイ スを確 立 した 点であ る。 ・ 一 ・'.1
M.S,S.モ ー トソのMDSに み られ る実 証的観点は,い ず れ も従来 のMIS
設 計構想 に欠落 していた もので,そ の意 味でMDSに 象徴 され る1970年 代 の
MISは,ま うや く実現性ベ ースの設計 技術 を用意す る までに,本 格的な発展
条 件を と とのえた ことになろ う。
と くに,semi-structuredな 問題領域 に焦点を あてたMDSの 実証的研 究
は,M.S.S,モ ー トソ らに よって,意 欲的 に進 め られた のであ り,1978年 に
は,DecisionSupportSystems(以下DSSと 略称)と い うア プローチを登
場 させた ρで ある・ す なわ ち,す でに紹 介 され たR・N・ アソ ソニニの管理 活動
につ いての3分 類 と,H.A.サ イ モソの意 思決定過程 につい ての2分 法 を 組
み合 わせ て,次 の ような情報 システ ムの フ レー ムワー クを作 成 した のであ る。
オペ レー シ ョナ ル ・ マ ネ ジ メン ト・ 戦略的計画
コン トロー ル コン トロー ル
オー ダー ・エ ン トリー 差異分析 油槽船配船計画
構 造 的 受取勘定 短期予測な ど 工場配置計画
在庫管理など 倉庫配置計画など
「一一
1
一一 　 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
セ ル1
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 薗 一
・セ ル3
一 一 一一 一一一 一一 ロ ー 一 胴一 「
セル51
1
」 一_
セル2 セル4 ・セ ル61
1
殉___輔 」一 一 一 一,一 一 一__一 噸_一 一 一 一 一一『一一}一
短期現金管理 予算準備 新製品計画
非構造的 ジョブ・ショップ・スケジュー リング
広告 セ レ クシ ョン
販売計画
生産計画、
合併 ・'買収 な ど
PERT/コ ス.トな ど 価格設定など
　　　　 　
1コ1'1意 思決 定支援 システ ム(DSS)
し____r____噸 」
第g図 情報システムの7レ ームワーク'
資料出所:A.M.McCosh&M.S.S.Morto駐,"Management
DecisionSupport串ystems",Macmillan,197S,μ&
ここに,DSSア プ ローチとは,構 造的 ど非構造的 との問題領域 のあいだ の,
非構造的 な問題領域 に焦点を あてた意思 決定支援 シメ テムの確 立をはか る もの
で,意 思決定過 程 とMISと の関連研 究に とって も,明 らかに重要 な新 局面を
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提供 したのである。 しか しなが ら,半 構造的な問題領域 の広が りこそ,根 本的
には組織 のなかの人間的要素に内在することか ら,よ り強力な組織 ・管理と情
報 システムとの関連研究の登場が望まれるのであ り,も はや人間問題を避けて
は一歩 も前進できないほどに,深 刻な局面をむかえている。
6.モ チ ヴ ェ ー シ ョン ・リー ダ ー シ ッ プ過 程 とMIS
す でに明やか な よ うに,人 ・金 ・物 とい う経営シ ステ ムの構成要 素 の な か
で,最 も不安 走な要 素 とな ってい るのが人 的要 素で ある。 したが って,組 織 の
なか の人 間問題へ の情 限システ ムズ ・アプ ローチの具体 的展 開は,MISの 最
も重要 な課 題 の1つ とな ってい る。
ところで,C.1.バ ーナ ー ド(C.1.Barnard)'は,組織理 論 の形成に シス
テ ムズ ・アプ ローチを採 用 した最初 の人物で あるが,す でに 周知 の ように,同
氏 の組 織概 念は,協 働 体 系(cooperativesysteln)と公式組織(formaI
organization)と い う2つ の概念で展 開されてい る。C.1。 バ ーナー ドが なぜ
2つ の概念 を区別 したか といえば,協 働体系か ら公式組織 の側面を取 り出す こ
とで,人 間協 働の機構 と過程 とを組織 論的 に機 能分析す る意 図が あ ったか らと
ノ
考 え られ るのであ る。
バーナ ー ド理論 の も う1つ の特色 は,組 織 の構 成員で ある人間 を,自 由意志
を もつ 人間 と して取 りあつかい なが ら,協 働体 系 としての組織 問題へ のシステ
ムズ ・アプ ローチを展 開 した点 であ る。すなわ ち,誘 因 と貢献 とい う組織 均衡
のため の二 大因子を と りあげ て,組 織 に おい て協 働を確保 す るため には,管 理
者 に よる リー ダーシ ップの発揮 が不可欠 である と同時に,ま た誘 因 とい うモチ
ヴ ェーシ ョソ もまた重 要な活動 であ る.とい う,い わゆ る組織 均衡論 の立場 を展
開 した のであ る。'
この よ うに,C,1.バ ーナ ー ドの組織 理論 では,組 織が 全体 と して均衡状 態
に なけれ ば,そ の維 持発展は あ りえない と考え られ てお り,モ チヴ ェーシ ・ソ
・リーダーヅ ップの過 程を通 じての,組 織 と個人 との均衡が,全 体 の組織 均衡
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のための絶対条件となるのである。
組織のなかの個人は,一 般に,組 織のもたらす誘因に応 じて組織 目標の達成
に貢献するものとしてとらえ られる。 したがって,組 織のなかの個人は,そ れ
ぞれに組織参画への個人 目標をもつのであるが,個 人 目標の総和が組織 目標に
一致することは,ほ とんどあ りえない。つねに組織 目標が個人目標 を 上 まわ
り,誘 因を貢献 とバラソスさ巷ることは,極 めて困難である。'
さ らに,組 織のなかの個人であっても,自 己を断固 として他人と区別する個
人的属性 として,パ ーソナ リティを もっている。 こ.こで,組 織の概念を広義に
とらえれば,す べての個人は,た とえば家庭 ・学校 ・職場 ・地域社会 ・国家か
ら趣味のサークルや信仰宗教にいたるまで,実 に多 くの組織に所属している。
また,そ れぞれの組織 への属性を もつものと考えられる。すなわち,個 人はパ
ー ソナ リテ ィと呼ばれる個人人格を もつ と同時に,さ まざまの組織への属性を
示す意味での組織人格とでも呼ぶべきものをもつことになる。組織人格 とは,
た とえばある個人が特定の企業組織に所属す ることに よって1生ず る個人人格以
外にもなんらかの人格形成に匹敵す るもの(企 業帰属意識 ・忠誠心な ど)を さ
しているo
このよ うに,あ る特定の個人を想定してとらえてみても,個 人人格 と組織人
格 とが永遠に葛藤を続けるかぎり,個 人と組織 との コソフクリトの調整は困難
である。はた して人間は,な ん らかの組織のなかにあって,完 全にコソ トロー
ラブルな要素 とな りえ ようか。どのような独裁や脅威があ ったとしても,答 え
は 「否」である。
したがって,マ ーチ とサイモンの唱えるようセこ,,人間の合理的側 面 に つ い
て,い かに行動科学的組織論を発展 させたとしても,人 間の非合理的側面につ
いての,行 動科学的モチヴェーシ ョソ=リ ーダーシップ論の存在な くして,コ
ンフリクトの調整は不可能である。 これ ら2つ の理論のあいだのかけ橋 ともな
りうるのが,ま さに 「情報シズテム」であろう。
この ような意味で,情 報システム開発の現代的意義は,た だ単にH。A.サ イ
モレの指摘するような事実的前提のためばか りに機能するものではな く,事 実
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的前提ど価値的前提 との有機的な関連枠を形成するために機能する も の に こ
そ,認 め られ るべきであろ う。すなわち,合 理的な意思決定過程か ら組織的な
意思決定過程への変遷は,単 なる名称変更ではないことに,特 に留意すべきで
ある。
また,C.1.バ ーナー ドの唱えた 「組織効率」と 「組織能率」の概念に して
も,ただ単に 「組織効率」が組織 目標の達成度をあ らわ し,「組織能率」が個人
動機の満足度をあ らわすとして両概念を対立させるにとどまらず,こ れ ら2つ
の概念のあいだに形成されなければな らない有機的関連枠を解明することも,
重大な課題である。その解決への鍵 ともいえるのが,ま さに組織機構に内在す
る人間観の二面性であ り,水 と油の対決 とも呼ぶべき個人と組織 の葛藤であろ
う。そ こでの 「情報システム」の役割は,そ の活用いかんによって,ま さしく
毒にも薬に もな りうる存在である。
それは例えてみれば,目 にみえる濫(組 織機構)の なかでの猛獣(個 人)と
猛獣使い(経 営者)の 関係を,目 にみえない濫(情 報システム)の なかでとら
えようとするに等 しい。個人に とっても組織に とっても,濫 があっての 「誘因
と貢献」の関係であ り,そ の場合 も個人の自由を拘束する意味で,濫 はできる
だけ目にみえないことが望 まれるが,依 然として濫はなければな らないのであ
るo
それゆえに,モ チヴェーシ〆ヨソ ・リーダーシヅプの過程に焦点をあてた 「情
報 システム」の実証研究は,き わめて重要度の高い緊急課題 となっている。す
なわち,モ チヴェーシ ョソ ・リーダーシップ過程 とMIS宏 の関連研究は,管 曽
理社会,組 織社会,情 報社会ともいわれる現代社会に生きる人間の自由度 と不
自由度について,具 体的組織活動を通 じて展開されるモチヴェーシ ョソ ・リー
ダーシップの状況的理解に とどまらずう現代人の誰 もが抱 く個人的人格と組織
的人格 どの葛藤 と調整行動のメカニズムの徹底的分析をはかろうとす るもので
ある。
ここに,現 代組織 の動向にみ られる人的資源の効率的活用をはかるための組
織づ くりの必要性は,低 成長 ・安定成長期に突入 した今 日,ま すます高まって
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い る。 と りわけ,減 量経営 政策の実施 を真 向か ら迫 まられてい る現代組 織 のほ
とん どに とって,組 織 ・人 材管理問題 へのMISの 適用 は,組 織 の最高機密 に
属 す るほ どの,戦 略的課題 であ る。 しか しなが ら,実 現 レベ ル の情報 シ ステム
としては,わ ず かにCareer&SkilisInventorySystemとしての実践 ケ
ースを み とめ るにす ぎないのであ る。そ の最大 の理 由 こそは,「 人問機械化 」
への戦懐的 恐怖感 と不安感 にね ざした人 間的 ジ レソマであ ろ う。
それに もかかわ らず;1980年 代 のMISは,モ チヴ ェーシ ョソ ・リーダーシ
ップ過程 とのかか わ りを契機 とす る,「 新 しい組織 管理 のあ り方 」をめ ざ して
展 開 され るこ とにな ろ う。 それは,ま さ し く組 織サ イバ ネテ ィックスの展開 を
通 じて実 現す るであ ろ う適 応的組織形 態をめ ぐる 「組織 管理 メ ソ トロジー」 の
探 究で あ り,よ り具体的 には,「 組織的意 思決定過程 」の確立 をめ ざした情報
シ ステム ズ ・ア プ ローチの もつ戦略的側 面 を 意 味す るので あ る。すなわ ち,
「組織管 理 メソ トロジー」の探究 こそ,最 緊急課題 であ る。
7.組 織 変 革 と情 報 シ ス テ ム ・
現代社 会の流動 化 と環境適応 への要請は,な か で も経 済環境 の激化に と もな
う企 業組織 の変革 を急務 とす る。・この組織変革 への現代 的要 請は,組 織 理論,
マネ ジ メソ ト理論,シ ステム理論 とい う3つ の局面 を統 合す る フ レーム ワー ク
の展開を はか る ことに よ って,は じめ て実 現可能 であろ う。
MISた っ いての体系 的研 究は,ま さに組織 変革 の発展 過程を あ とづけ るア
プローチの1つ として,再 認 識 され るべきであ ろ う。MISの 概念は,そ の設
計 対象 とな る統合 プ ロセスの複雑性の増大 に と もな って,す なわ ち,コ ミヨニ
ケー シ'ヨソ,意 思決定,バ ラソス(と りわ けモ チヴ ェーシ ョソ ・リーダーシ ッ
プについ て)と い うよ うに,よ り複雑な人 間的問題 への アプ ローチをはか る必
要性 が高 まるにつれ て,ま す ます組織 変革 の発 展過程を 考察す るため に も,重
要 な存在 とな って きた のであ る。
組織 変革 の プ ロセスにつ いて情報 シ ズテム との関連 で考察す る場合,一 般的
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には,組 織 変 革をめ ぐる技術 的 ・.構造 的 ・機能 的 ・人間的変数 の うちで,主 と
して技術 的 ・構造 的側面を 中心に と りあげ ることボ多 い。そρ意味 では,組 織
変革 の プロセスを2つ に 区分 して,一 方に おける組織 計画 が技術 的変数 ・構造的
変 数を と りあげ,他 方にお け る組織 開発(あ るいは組 織変 革)が 機能的変数 ・
人間的変 数を と りあげ る と考 えた方が一 般的であ ろ う。 もとよ り,こ こでは よ
り積極的 な と らえ方を 志 向す るた めに,と くに人間的変数 を も含めた フ レーム
ワークを め ざす意 味で,こ の よ うな テーマを選択 した のであ る。
H.J.リ ーヴ ィッ ト(H.J.Leavitt)は,組織変 革へ のア プロー チの方法 を
分 類す るため に,タ ス ク変 数 ・構造変 数 ・技術変 数 ・人 間変 数 とい う4つ の変
数 か らな る複合 シ ステム として,組 織 を と らえてい る。そ の結果,組 織変革 へ
のア プ ローチは,(1)技 術 的ア プ ローチ,(2)構 造 的ア プ ローチ,(3)機 能的 ア プロ
ーチ,(4)人 間的 アプ ローチ として示 された のであ るが,そ れ と同様に,情 報 シ
ステムを考察 す る場合に おいて も,(1)技 術 的 ア プローチ(デ ー タ処理 プ ログラ
ム),(2)構 造的 ア プ ローチ(情 報処理 プ ログ ラム),(3)機 能的 ア プ ローチ(意
思決定 プ ログ ラム),(4)人 間的 アプ ローチ(ヒ ュー リス テ ィッ ク ・プ ロ グ ラ
ム)を 対 応 させ ることが でき よ う。
した が って,組 織変 革 と情報 シス テムについ ての考察は,こ れ ら2つ の変革
プ ロセスの相互関 連を分析す るため の フレーム ワー クの確 立をめ ざす ものとな
るであ ろ う。すなわ ち,現 代 の激変 す る環 境に適応す る組織 体 の確立 をめ ざす
ことが,「 組織 変革 と組織 変動 の理 論研究 」の根本命題 であ るとすれ ば,組 織
計 画(構 造的 ・技術的側 面)と 組織 変革(人 間的 ・機能的側 面)と い う2つ の
視 角を統合 す るア ブ・一チ こそ,最 も重視 され るべ きであろ う。
ここで,経 営情 報論 の生成過 程につ いて,MIS研 究の立場か らの体 系 的 検
討 を試 み る とす れば,ま ず はMIS前 史 としての事 務管理 論(事 務 の機 械化 レ
ベ ル)か ら,経 営事 務管理論(管 理 の機 械化 レベル),経 営情報 管理論(経 営
の機 械化 レベ ル)へ と発展段階 的に とらえ られ,さ らに よ り人 間中心的 なア プ
ローチであ る経営組織 管理論(組 織 システ ムの レベ ル)へ と展望 され るであろ
!う
。
(経営情報管理論)
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第10図 経 営情 報論 の生 成過 程
すなわち,1960年 代のMISの なかでも,と くに後半において顕著になってき
た,組 織変革への技術的 ・構造的アプローチの展開は,経 営事務管理論より経
営情報管理論へと,発 展的に考察されるのであ り,1970年 代以降の機能的 ・人
間的アプローチへの過渡的段階での経営情報管理論の位置づけは,注 目すべき
マイル ・ス トーンであろ う。さらに,1970年 代のMISの なかでも,と くに後半
に実現 レベルに到達 した,組 織変革への人間中心的アプローチの展開は,最 新
の組織 システム論的観点を付加することに よ・って,1980年 代のMISの 新展開
として,経 営情報管理論か ら経営組織管理論へと展望され るのであ り,経 営情
報論の生成過程についてのMISア プローチを中心 とする考察がなされること
になろう。
いわゆる組織管理の新展開について,筆 者のこれ までの分 析 視 角 のPer・
spectivesを 試みるなかで,お ぼろげなが らも姿を とらえることのできた「組織
管理のあ り方」とい う分析視点に焦点をあわせて,,あ えて試論を挑 む とす れ
ば,次 のよ「うな概念図を描 くことができる。
すでに組織変革の二大潮流を形成する 「組織計画」面 と 「組織開発」面との
あいだに,何 らかの有機的な架橋を試みることこそ,「 新 しい組織管理のあ り
方」を探究することそのものだか らである。ここで,新 し く登場することにな
る 「組織変革」(情 報システム)と 「組織管理」(新 架橋)と の対応関係は,
現代組織のメカニズムを解 明す る意味で,き わめて重要な新機軸 となろう。
ここで 「新 しい組織管理 のあ り方」という観点か ら,現 代組織 の二面性につ
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第11図 組 織 管 理 の 分 析 視 角
いて再度吟 味すれ ば,新 たに 「組織変 革」(ハ ー ドウエア 側 面)と 「組 織 管
理 」(ソ フ トウエ ア側 面)と が導 出 され る ことにな ろ う。前 者は,現 代組織 の
ハー ド面 での情報 シス テムを核 とする潮流 であ るのに比 べて,後 者は ソフ ト面
での人間観 ・価値観 に もとつ く潮 流であ る。 このハ ー ド面 と ソフ ト面 とのあい
だに 確立 され るで あろ う有機 的な架橋 こそは,「 新 しい組織管 理のあ り方」を
具体 的に示 唆す るもの となろ う。 これ こそ まさに組 織管理 への意思決定支援 シ
ス テ ムの パイ ロッ ト・モデル としての役割をは たすべ きOrganizationDeci・
sionSupPortSystems(以下ODSと 略 称)の プ ロ ト・タイ プである と考 え
て い るo
こ こで,ODSと は,現 代組織 の二面性(硬 直化 と流動化)に ね ざす組 織管
理 に 関す る意 思決 定を支援 す るシ ステムの実証的研 究の こ とであ る。 た と え
ば,新 プ ロジ ェク ト・ヂ ームの編成,既 存 プ只 ジェク ト・チ ームの最適 化,各 プ
ロジ ェク ト・チームの推進管理等 の意思決 定を支援 す る方式 で展 開さ加、るマ ソ
と マシソ ・システ ムの具体的 モデル であ る。
それゆ えに,組 織 変革 と情報 シス テ ムについ ての考察は,す でに,「 目にみ
えない椎」 にた とえ られ た 「情報 シス テム」の分析 ・設 計 とい う現代 の最緊急
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課題に対処するために,そ の問題解決過程へのアプローチをめざして展開 され
るのであ り,ま た,そ こか ら派生するであろ う現代組織の二面性 との関連で,
現代の人事管理制度の根本課題の1つ である 「人事管理」 と 「人材管理」との
統合的アプローチを実現するための起爆剤としても,き わめて重要な戦略的課
趨 となったのである。 一
8.MISと 組織 の未来 展望
現代組織の二面性についての具体的手段 として,筆 者の意図 す る 「組 織 嚢
革」(ハ ー ド面)と 「組織管理」(ソ フ ト面)と い う2つ の側面か らとらえて
みるとい う分析視角 を,少 な くとも1つ のモデル構成のなかで展開する こ と
は,「 新しい組織管理のあ り方」を探究するためにも,も はや必須の条件 と考
えられるのである。
しかるに,ほ とんどの 日本的人事管理の場合,人 事部門に独立 した権限を も
たせる 「スタッフによる人事管理」であ り,し か も年功序列主義,学 歴尊重主
義に徹底 しているところに,特 徴点がみ られるσまた,「 人事秘」 とい う大義
名分に もとついて,な るべ くコソ ピュータの適用を回避 し続けてき た と こ ろ
も,多 くの場合に共通するところであるb
したがって,日 本的人事管理制度の場合,コ ンピュータの適用は,せ いぜい
「給与計算」どま りであって,「 能力主義」に もとつ く適材適所の人員配置な
どを考えることは,ま った く期待できない実情であったと言える。 ところが,
昭和48年 秋以来のオイルシ ョックを契機 とする長期不況のもとで,い わ ゆ る
「組織体質の総点検」(減 量経営政策).の必要性に直面する昨今においては,
人事管理面での コソピュータ適用の問題が,急 激に注 目されている。 しかしな
がら,人 事管理には,「 採用」 「配置」 「給 与」 「評 価」 ド昇進」 「教 育」
「管理」な どの諸側面があるので,そ の一部分のみを取 り上げて 「能力主義」
をめ ざした コソピュータの適用をはかることは,き わめて危険である。
ところで,現 代の人事管理制度の一般的特徴は,(1)経 営の効率化をめざした
人材の有効活用,(2)従 業員ゐ天間性尊重にもとつ く人事管理,(3)能 力主義を前
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提 とする人的資源の公平な配分 と処遇,と い う3点 に要約 される。 とく之,経
済環境の激変に ともな う組織 の流動化 ・動態化傾向と,従 業員が個々の仕事を
通 じて 「自己啓発」をはかるためのOJT(onthejobtrainning)を重視す
る企業の増加が,最 近 とみに顕著 となってきているQ
とりわけ,組 織 の流動化 ・動態化をめざした組織改革の動きは,能 力主義の
台頭 とともに,い わゆるプロジェクト・チームやタスク ・フォース制度を導入
す る方式で,き わめて熱心に取 り組 まれている。そ こで,こ のような動態的組
織の発展について,分 類整理を試みるとすれば,倉 橋宏 ・鶴見直輔氏による次
のような見解に代表 されるであろう。すなわち,ま ず第1段 階 としては,定 常
組織(静 態組織)の 補完策 として導入された場合であ り,静 態組織 とい うトー
タルシステムに対するサブシステム(動 態組織)に すぎないことになる。第2
段階 としては,ト ータルシステムとしての動態組織の展開された場 合 で あ る
が,あ る面で伝統的組織を否定 し,他 の面では稟議経営から脱出して,名 実と
もにそなわ った動態組織 として,プ ロジェクト型組織 として確立されることに
なるので,成 功例はぎわめて少ないのである。第3段 階 としては,MIS時 代
の動態組織の展開され る場合であるが,そ こには(1)マソ=マ シソ ・システムの
確立,(2)MISの 確立,(3)有 為の人材確保 とい う,い まだ未解決な課題 もあっ
て,本 格的展開には至 らないのである。
したがって,こ れ らの動態的組織の発展には,さ まざまの阻害要因が介在す
るものと分析され るが,そ れ らの問題点についてほとんど吟味されないばか り
か,無 関心に もまった く看過されたままで,い たず らに組織の動態化手法の短
兵急な導入のみをはかるところに,組 織動態化の基本問題があるのである。
ここでの基本思考方式(理 念)と しては,現 代の官僚制組織がすべての面で
＼
君 臨す る異 常事 態を と らえ,そ の形 骸化 とともに,や がては崩壊す るであ ろ う.
こ とを予測 す る立場 にあ って,近 い将来 に登場 す るであ ろ う 「新 しい人事 ・組
織 管理 の方 式」・を模索 しよ うとす る ところに ある 。た とえば,組 織管理へ の意
思決定 支援 システ ム ーODS一 の概要 設計 との関連 で,最 新 のCareer&
SkillsInventorySystemsを示 せば,次 の よ うに な るで あろ う。
経 営 情 報 シ ス テ ム とは 何 か
?? ?? ODS
④プロジェ外
(能力主義)
⑭プロジェクト
(組織体質)
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した が って,そ の意 味では 「組織 の未 来展望 」に関す る1つ の私見的 ア プ ロー
チを試 み る ことに もなるが,も とよ り筆者はそ の推進をはか れ る立場 にない。
それ は,あ くまで も 「机上 の空論 」以外 の何物 で もない と判断 され る。 それに
して も,突 然 と背筋に 空 々しい恐 怖感 が走 るのを覚 えるのは,一 人筆者 のみで
あ ろ うか。,
三 隅二不二 氏に よれ ば,新 しい人 間組 織 の構 図につい て,近 代官僚制 的組 織
形態 を包括 した動 態的 複合組織 が 主流 と,予 想 され るのであ る。すなわ ち,か
か る複合組織 は,(1)一 定 の課業(task)遂 行 を中心 とした メカ ニ カ ル 組 織
(mechanicalorganization),(2)課題(problem)解 決を中心 とした リサ ー
チ組織(researchorganization),(3)集団的意思決定 を含む参画組織(par・
ticipativeorganization)とい う3つ の基本形 態が組 み合わ されて展開 され
るのであ る。
ここで三隅仮説を 詳細 に吟 味す るこ とは,別 の機会 に譲 ると して も,少 な くとも
そ の総括 におけ る 「組 織 の未来展 望」 とも称す べき複合 組織 形 態 としての参 画
組 織形 態に関 する3つ のパタ ーンを見 逃す こ とはで きな い。 すなわち,同 氏に
よれ ば,参 画組織 には第1類 型 と第H類 型 とが あ るので あ って,さ らに第1類
型 の場 合には,(1)機 能部 門別,,(2)マ トリックス型,(3)独 立型 とい う3つ のパ タ
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一ンがある。これ ら第1類 型における参画組織の人 々の もつ意思決定権は,そ の
最高の権力者か らの所与の許容範囲に限 られ るのに対 し,第1類 型 の 場 合 に
は,こ れ ら トップ層の最高の意思決定に直接参画ないしはなん らかの間接的参
画をともな う組織形態であるとされ る。さらに,こ れか らの人間組織は,没 人
間的な社会的機械組織か ら人間味豊かな組織 となる,と い うのが三隅二不二氏
の結論である。
そこで,こ れまでの筆者の分析視角に もとついて,三 隅仮説を検証する立場
から吟味すれば,驚 くほど適確な対応関係が生 まれるのである。すなわち,現
代組織 のもつ保守的な側面(固 定的 ・静態的組織)と メカニカル組織の基本形
態,順 応的な側面(流 動的 ・動態的組織)と リサーチ組織の基本形態,さ らに
「新 しい人事 ・組織管理の方式」(有 機的架橋)と 動態的複合組織形態 として
の参画組織の運用形態 とい う3つ の対応関係である。
まとめにかえて,組 織の未来展望とMISと の関連で,こ れまでの筆者の分
析視角について,図 示することが許されるならば,次 のようなPerspectives
を試みることができよう。
Management・
Process
(経営プロセス)
'
-Info「 鯉
ss、。g+Dec・ …nM・ ゆg+Leade聖。cess
(情 報 処 理)(意 思 決 定)(リ ーダーシップ)
IntegratlonCommunicatlon十DeclslonMaklng十Balance
〈組 織 科 学〉 〈情 報 科 学〉 〈決 定 科 学〉
ooo
第13図 組 織 の 未 来 展 望 とMIS
〈行 動 科 学〉
0
ここに,MISの 新 しい展開は㌔情報処理中心の狭i義のMISと 区別 されて,
DSSと 再定義 され,さ らに新しい組織科学め領域を開拓すべきDSSは,情
報科学,決 定科学,行 動科学などの科学的関心を統合 した人間研究に到達する
のであ る。いずれにしても,こ れか らのMISの 実現性を吟味する立場から,
経 営 情 報 シス テ ムと'は何 か.297
文字通 りの試行錯誤の過程を経て,真 の組織科学への道が開かれ る の で あ
り,そ の意昧では,・木間行動 ・組織行動そのものが常に不可思議であればある
ほど,MISの 真の課題は,永 遠に未餌決な問題解決過程 となろう。
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